
１
月
15
日
、
女
性
部
「
第

50
回
定
期
大
会
＆
記
念
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
」
は
、
寒
波
で
雪

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
９

単
組
36
人
と
、
招
待
し
た
歴

代
三
役
８
人
、
講
師
・
来
賓

の
計
48
人
が
参
加
。
午
前

「
定
期
大
会
」
で
は
越
智
典

子
部
長
が
「
50
年
歴
史
を
振

り
返
り
、
先
輩
の
努
力
の
積

み
重
ね
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

今
後
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
田
頭
書
記
長

が
政
府
の
『
働
か
せ
方
改
革
』

学
習
、
育
休
正
規
配
置
要
求
、

憲
法
カ
フ
ェ
実
施
、
署
名
活

動
な
ど
を
強
調
し
活
動
方
針

案
を
提
起
。
報
告
・
議
案
を

承
認
、
新
役
員
を
選
出
し
ま

し
た
。

午
後
「
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
」
で
は
、
『
50
年
の
あ
ゆ

み
』
上
映
し
、
懐
か
し
い
写

真
な
ど
で
運
動
の
歴
史
を
共

有
。
栗
原
美
奈
子
さ
ん
（
１

９
６
６
～
81
部
長
）
が
「
60

年
代
は
結
婚
退
職
が
当
た
り

前
。
出
産
・
育
児
・
介
護
…

と
女
性
が
働
き
続
け
る
た
め

の
障
壁
を
一
つ
ひ
と
つ
超
え

る
運
動
の
連
続
だ
っ
た
」
、

真
木
喜
美
恵
さ
ん
（
82
～
93

部
長
）
が
「
結
成
20
周
年
の

記
念
集
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
や

記
念
文
集
づ
く
り
が
懐
か
し

い
思
い
出
」
と
ス
ピ
ー
チ
。

山
本
万
喜
雄
先
生
（
愛
大
名

誉
教
授
）
は
『
し
な
や
か
に
、

し
た
た
か
に
―
い
ま
人
間
と

し
て
自
治
体
労
働
者
と
し
て
』

と
題
し
、
個
人
の
尊
厳
を
守

る
立
場
で
仕
事
を
し
て
き
た

自
治
体
労
働
者
の
存
在
を
語

り
、
『
自
民
党
憲
法
草
案
』

の
内
容
も
危
惧
し
つ
つ
「
た

ま
に
は
シ
ル
バ
ー
川
柳
で
笑
っ

て
楽
天
力
を
つ
け
よ
う
」
と

語
り
ま
し
た
。
そ
の
後
各
単

組
か
ら
報
告
が
あ
り
、
田
頭

新
部
長
が
、
小
さ
な
魚
が
身

を
寄
せ
合
い
大
海
を
泳
ぐ

『
ス
イ
ミ
ー
』
の
物
語
に
喩

え
、
「
こ
れ
か
ら
も
団
結
し

て
前
進
し
て
い
こ
う
」
と
よ

び
か
け
閉
会
し
ま
し
た
。

１
月
26
～
27
日
東
京
で
、

自
治
労
連
中
央
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約
２
０

０
人
（
愛
媛
６
人
）
が
参
加
。

提
案
・
討
論
・
ま
と
め
で

「
運
動
の
成
果
で
、
政
府
も

『
働
き
方
改
革
』
『
同
一
労

働
同
一
賃
金
』
を
課
題
と
し
、

春
闘
賃
上
げ
や
長
時
間
労
働

是
正
の
動
き
が
生
ま
れ
、
◎

職
場
の
声
を
集
め
て
要
求
書

提
出
し
、
要
求
前
進
と
組
合

加
入
に
こ
だ
わ
る
春
闘
、
◎

要
求
も
組
織
拡
大
も
自
分
た

ち
の
側
に
あ
る
『
壁
』
を
乗

り
越
え
、
『
一
歩
』
足
を
踏

み
出
そ
う
」
な
ど
意
思
統
一

し
ま
し
た
。
討
論
で
は
人
員

不
足
が
深
刻
な
職
場
実
態
か

ら
職
場
要
求
を
重
視
す
る
発

言
が
目
立
ち
、
愛
媛
は
「
今

治
の
非
正
規
改
善
」
「
新
居

浜
清
掃
の
組
合
加
入
」
な
ど

を
発
言
し
ま
し
た
。

１
月
13
日
、
自
治
労
連
公

営
企
業
評
議
会
の
「
省
庁
要

請
行
動
」
に
愛
媛
公
企
評
の

加
藤
議
長
（
新
居
浜
水
道
労

組
）
が
参
加
。
30
人
の
参
加

者
が
総
務
省
、
国
交
省
、
厚

労
省
、
経
産
省
、
農
水
省
、

経
産
省
へ
要
請
し
、
原
発
関

連
要
請
で
は
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
職
員
も
同
席
し
ま
し
た
。

着
々
と
『
水
ビ
ジ
ネ
ス
』
へ

と
舵
を
切
ろ
う
と
す
る
中
央

省
庁
の
言
動
に
『
水
を
ビ
ジ

ネ
ス
に
し
な
い
』
理
念
に
も

と
づ
き
公
企
評
参
加
者
が
追

及
し
、
追
い
込
ま
れ
た
各
省

庁
担
当
者
が
回
答
に
窮
し
た

り
、
顔
色
を
変
え
る
場
面
も

み
ら
れ
ま
し
た
。
加
藤
議
長

は
、
小
規
模
水
道
事
業
体
が

多
数
を
占
め
る
愛
媛
県
や
地

方
中
小
零
細
水
道
の
実
状
を

内
子
町
や
西
予
市
の
実
例
を

あ
げ
て
訴
え
ま
し
た
。

１
月
29
日
、
自
治
労
連
の

「
い
の
ち
と
地
域
を
守
る
意

思
統
一
集
会
」
（
東
京
）
に

愛
媛
か
ら
２
人
が
参
加
。
長

友
薫
輝
先
生
（
三
重
短
期
大

学
）
が
『
自
治
体
病
院
の
役

割
』
を
講
演
。
「
入
院
か
ら

在
宅
へ
の
シ
フ
ト
が
検
討
さ

れ
て
い
る
が
、
将
来
的
に
コ

ス
ト
は
跳
ね
上
が
り
、
よ
り

多
く
の
人
材
が
必
要
と
な
る
」

と
「
政
府
の
医
療
改
革
」
に

警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。
翌

30
日
総
務
省
・
厚
労
省
・
日

本
看
護
協
会
に
要
請
。
厚
労

省
要
請
で
愛
媛
代
表
が
「
労

働
時
間
の
管
理
が
自
己
申
告

に
依
存
す
る
実
態
が
蔓
延
。

不
払
残
業
も
多
く
、
職
員
の

不
満
と
離
職
原
因
の
一
因
に

な
っ
て
い
る
。
人
員
確
保
の

観
点
か
ら
労
働
時
間
適
正
管

理
の
指
導
強
化
を
」
と
発
言

し
、
指
導
を
求
め
ま
し
た
。

（１） 第４８１号
自 治 労 連 愛 媛 ２０１７年 ２月１５日

第 ４８１ 号

日 程

【２月】
17 自治労連共済学校

（香川県琴平町～18）
18 医療介護評幹事会
18 自治体保育労働者全国交

流集会（長野～19）
20 愛媛労連春闘要求キャラ

バン行動（全県～3/1）
21 「公契約適正化」学習会
24 宇和島市職定期総会
26 保育部会幹事会
【３月】
１ 東予総支部代表者会議
４ 南予春闘集会（大洲）
５ 中予春闘集会（松山）
６ 春闘四国行動・人事院四

国事務局要請（高松）
８ 春闘中央行動・四国ブロッ

ク総務省要請（東京）
11 県本部拡大執行委員会
11 女性部幹事会
11 「福島原発事故」講演会
12 東予春闘集会（今治）
16 春闘全国統一行動日
17 南予総支部代表者会議
18 現業評幹事会
20 「社会保障制度」学習会

『労働時間の考え方』■使用者の指揮命令下に置かれている時間のことをいい、使用者の明示または黙示の指示に

より労働者が業務に従事する時間は労働時間にあたる。■業務に必要な準備（着替え等）、業務に関連した後始末

（清掃等）、指示があればすぐに業務に入る必要がある待機時間（手待時間）、参加が

義務づけられている研修・訓練･学習などの時間。■自主的な研修なども、実際には使

用者の指揮命令下にあれば労働時間として扱う。

『使用者の講ずべき措置』■使用者は、労働時間を適正に把握するなど労働時間を適切

に管理する責務を有している。■労働者の労働日ごとの始業・終業時間を確認し記録す

ること。■自己申告により把握した労働時間が実際の労働時間と合致しているか否か実

態調査し、補正すること。■自己申告できる時間外労働の時間数に上限を設け、上限を

超える申告を認めないなど、適正な申告を阻害する措置を講じてはならない。

地方公共団体における行政需要の多様化等に対応し、公務の労率的かつ適正な運営を推進するため、地方公務員の臨

時・非常勤職員について規定を整備し、一般職について給与体系の見直しを行う。



青
年
部
は
１
月
14
日
、
寒

風
が
吹
き
荒
ぶ
中
、
「
第
４

回
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
」
を
伊

予
市
『
海
楽
園
フ
ッ
ト
サ
ル

場
』
で
開
催
。
４
単
組
19
人

が
参
加
し
、
４
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

男
性
も
女
性
も
経
験
者
も
未

経
験
者
も
交
じ
る
チ
ー
ム
と

し
た
の
で
、
各
自
の
力
量
に

も
配
慮
し
な
が
ら
、
チ
ー
ム

プ
レ
ー
で
試
合
を
す
す
め
ま

し
た
。
得
点
さ
れ
た
直
後

『
本
気
プ
レ
ー
』
で
10
秒
ほ

ど
で
１
点
返
し
た
り
、
パ
ス

を
回
し
て
経
験
者
で
な
い
女

性
が
決
勝
点
を
決
め
る
な
ど
、

楽
し
く
交
流
し
な
が
ら
の
大

会
に
な
り
ま
し
た
。
優
勝
チ
ー

ム
に
贈
呈
さ
れ
た
『
賞
品
』

は
、
健
闘
を
称
え
あ
い
、
み

ん
な
で
分
け
あ
い
ま
し
た
。

西
予
市
職
労
医
療
介
護
支

部
は
１
月
17
日
、
執
行
委
員

会
を
開
催
し
市
民
病
院
・
つ

く
し
苑
・
野
村
病
院
か
ら
８

人
が
参
加
。
職
場
で
慢
性
的

問
題
と
な
っ
て
い
る
時
間
外

勤
務
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
、

市
民
病
院
は
「
時
間
外
手
当

を
申
請
す
れ
ば
以
前
よ
り
支

給
さ
れ
る
が
、
１
時
間
程
度

な
ら
申
請
し
な
い
ケ
ー
ス
も
」

な
ど
、
市
長
部
局
の
実
状
も

含
め
交
流
。
ま
た
、
看
護
師

５
人
募
集
に
１
人
し
か
応
募

が
な
い
状
況
に
「
時
間
外
勤

務
に
対
す
る
不
満
が
多
く
、

こ
の
点
を
改
善
し
な
い
と
応

募
者
に
と
っ
て
魅
力
的
な
病

院
と
し
て
見
て
も
ら
え
な
い
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
春
季

要
求
で
「
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
に
よ

る
労
働
時
間
管
理
の
徹
底
」

を
求
め
る
こ
と
を
相
談
。
こ

の
日
の
協
議
を
ふ
ま
え
、
医

療
介
護
支
部
執
行
委
員
会
を

「
今
後
２
カ
月
ご
と
に
開
催

し
交
流
し
要
求
を
出
そ
う
」

と
確
認
し
ま
し
た
。

１
月
20
日
、
２
０
１
６
年

度
「
県
政
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

に
20
人
が
参
加
。
中
村
県
政

２
期
目
折
り
返
し
に
あ
た
り
、

『
県
民
と
地
域
の
目
線
』
か

ら
の
検
証
と
地
域
課
題
に
つ

い
て
、
県
議
、
伊
方
原
発
な

く
す
県
民
連
、
県
商
連
、
県

社
保
協
の
４
人
が
報
告
し
、

意
見
交
換
し
ま
し
た
。
県
商

連
の
報
告
で
『
中
小
業
者
の

振
興
施
策
』
と
し
て
、
①
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
８

市
町
、
②
商
店
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
助
成
制
度
２
町
、
③
中
小

企
業
振
興
条
例
制
定
２
市
、

④
起
業
助
成
制
度
４
市
町
の

県
内
状
況
を
紹
介
。
「
ど
の

市
町
も
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
頑
張
っ
て
い
る
」
「
地
域

で
頑
張
っ
て
い
る
中
小
零
細

業
者
を
応
援
す
る
県
政
に
リ

フ
ォ
ー
ム
し
よ
う
」
の
言
葉

が
印
象
的
で
し
た
。

四
国
中
央
市
職
労
は
１
月

22
日
、
『
大
阪
Ｕ
Ｓ
Ｊ
』
へ

の
「
組
合
親
睦
旅
行
」
を
行

い
、
家
族
含
め
41
人
が
参
加
。

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、

参
加
者
か
ら
「
バ
ス
の
中
で

は
普
段
交
流
の
少
な
い
職
員

同
士
や
子
ど
も
た
ち
同
士
の

交
流
で
楽
し
く
盛
り
上
が
れ

て
よ
か
っ
た
」
「
親
睦
旅
行

な
ど
が
あ
る
と
組
合
に
入
っ

て
い
て
良
か
っ
た
と
思
う
」

な
ど
、
天
候
の
悪
さ
を
吹
き

飛
ば
す
う
れ
し
い
感
想
も
あ

り
ま
し
た
。
青
年
部
か
ら

「
２
／
18
『
ス
キ
ー
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
日
帰
り
ツ
ア
ー
』
企

画
」
へ
の
参
加
よ
び
か
け
も

あ
り
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

続
き
ま
す
が
、
交
流
を
き
っ

か
け
に
新
採
職
員
へ
の
組
合

加
入
、
未
加
入
の
職
員
へ
の

声
か
け
活
動
、
組
合
活
動
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ

う
に
と
り
く
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

新
居
浜
社
協
労
組
は
１
月

28
日
「
新
年
決
起
集
会
」
を

開
催
し
40
人
が
参
加
。
石
井

委
員
長
が
「
現
場
で
の
み
な

さ
ん
の
頑
張
り
が
市
民
の
福

祉
を
支
え
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
団
結
し
て
、
少
し
で
も
賃

金
や
労
働
条
件
を
改
善
さ
せ

ま
し
ょ
う
。
今
年
は
、
組
合

員
み
ん
な
の
支
え
あ
い
と
し

て
『
自
治
労
連
共
済
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
』
を
行
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
」

と
あ
い
さ
つ
。
県
本
部
役
員

が
チ
ラ
シ
を
配
り
『
共
済
実

感
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
説
明
。

『
統
一
行
動
批
准
投
票
』
は

そ
の
場
で
○
印
記
入
を
要
請

し
回
収
。
懇
親
で
は
「
賃
上

げ
ほ
し
い
ね
」
「
キ
チ
ン
と

し
た
時
間
管
理
を
」
な
ど
の

声
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

西
条
市
職
労
青
年
部
は
１

月
21
日
香
川
県
で
「
日
帰
り

ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
21
人
が

参
加
。
『
琴
弾
公
園
』
で
銭

形
を
見
て
き
ま
し
た
。
ご
利

益
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
続
い

て
『
中
野
う
ど
ん
学
校
』
で

う
ど
ん
づ
く
り
体
験
。
目
の

前
で
釜
揚
げ
に
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
昼
食
後
は
『
こ

ん
ぴ
ら
さ
ん
』
を
散
策
し
、

『
一
鶴
』
で
骨
付
鳥
を
い
た

だ
い
て
、
帰
路
に
つ
き
ま
し

た
。
今
年
度
最
後
の
青
年
部

イ
ベ
ン
ト
は
楽
し
い
旅
行
に

な
り
ま
し
た
。

■
仕
事
に
差
し
支
え
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
に
は
気
を
つ
け
た
い
で
す

ね
。
手
洗
い
、
う
が
い
あ
る

の
み
で
す
。（

西
条
・
藤
田
）

■
ど
の
自
治
体
も
潜
在
保
育

士
に
つ
い
て
頭
を
痛
め
て
い

る
よ
う
で
す
ね
。
少
し
で
も

魅
力
を
感
じ
て
一
人
で
も
多

く
増
え
る
職
場
で
あ
り
た
い

も
の
で
す
。

（
新
居
浜
・
西
原
）

■
採
用
後
初
の
元
日
は
職
場

で
あ
る
渡
海
船
の
上
で
迎
え

ま
し
た
。
初
日
の
出
が
き
れ

い
で
し
た
。

（
新
居
浜
・
向
井
）

■
プ
ロ
野
球
の
開
幕
が
待
ち

遠
し
い
で
す
。
カ
ー
プ
頑
張

れ
～
！

（
宇
和
島
・
横
田
）

■
う
ち
の
家
族
は
お
雑
煮
が

大
好
き
で
す
。
出
汁
に
焼
い

た
エ
ソ
を
使
っ
て
る
か
ら
で

す
。
最
近
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
に

レ
シ
ピ
を
投
稿
し
ま
し
た
。

名
前
は
出
汁
満
点
お
雑
煮
で

す
。
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い
。

（
今
治
一
般
・
越
智
）

■
い
つ
も
楽
し
く
し
て
い
ま

す
。

（
今
治
・
井
原
）

■
寒
い
毎
日
が
続
き
ま
す
が
、

長
男
は
テ
ニ
ス
、
次
男
は
野

球
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
四
国
中
央
・
大
西
）

■
右
手
の
人
差
し
指
に
違
和

感
が
。
何
か
痛
み
が
引
か
な

い
な
と
。
左
手
と
併
せ
て
比

べ
て
み
る
と
形
も
変
形
し
て

い
る
模
様
。
こ
れ
っ
て
も
し

か
し
て
ス
マ
ホ
が
原
因
で
は
？

ゾ
ッ
と
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
も
ス
マ
ホ
を
や
め
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。
ゾ
ッ
。

（
四
国
中
央
・
山
岡
）

自 治 労 連 愛 媛
（２）第４８１号 ２０１７年 ２月１５日

■
４
７
９
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
オ
ト
コ
ハ
ツ
ラ
イ
ヨ
」

（
男
は
つ
ら
い
よ
）
で
し
た
。

正
解
は
10
通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

向
井

弘
志
（
新
居
浜
）

藤
田

良
子
（
西

条
）

井
原

綾
（
今

治
）

西
原

紀
子
（
新
居
浜
）

小
林

弘
樹
（
津
島
吉
田
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係

〒
７
９

０
‐
０
０
０
３

松
山
市
三

番
町
８
丁
目
10
‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可

１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
３
月
27
日
【
発

表
】
４
８
３
号
（
４
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】
①全国47○○○○○○

④体が悪いと痛い、○○○○マッサージ

⑦○○○○の流れは絶えずしてしかももとの

水にあらず

⑧（歌舞伎）一座の役者が総出演する

○○○○興行

⑨１回だけ、１回限り。一回○○○○

【タテのカギ】
①割れものを運ぶので○○○○○○注意

②ＮＨＫのアナウンサー、「あさイチ」担当

③めったにない、とても珍しい。○○な存在

⑤積もった雪が落ちてくること

⑥資金不足で○○○○手形を出してしまった

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

仲
む
つ
ま
じ
い
様
子
を
表
す
言
葉
に

し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


